
まちの誇りを未来へ

昭和 45 年 7月。
塩屋海岸に大勢の人が集まった。
海岸清掃である。
「ふるさとの海をきれいにしよう」

やがてこの活動は、町内全域へと広がり、
国道、公園、土手なども清掃する一斉清掃へと発展、
5,000 人もの人が参加する一大行事として
現在まで続いている。

「郷土を美しくする清掃」

この活動がつないできたものとは。

photo  昭和 40年代・塩屋海岸
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７
月
６
日
午
後
２
時
。

　

塩
屋
海
岸
に
集
ま
っ
た
約
１
，
０
０
０

人
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
北
黒
田
海
岸

に
は
９
０
０
人
、
義
農
公
園
に
は
２
５
０

人
、
国
道
56
号
に
は
１
，
２
０
０
人
。

東
に
行
け
ば
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
も
福

徳
泉
公
園
に
も
人
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
で
41
回
目
を
迎
え
た
「
郷
土

を
美
し
く
す
る
清
掃
」の
参
加
者
で
す
。

　

町
内
の
小
中
学
生
全
員
が
、
授
業
の

一
環
と
し
て
こ
の
活
動
に
参
加
し
ま

す
。
そ
の
他
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
会
、
地

域
住
民
、
高
校
生
や
町
内
企
業
従
業
員

な
ど
、
参
加
者
は
総
勢
５
，
０
０
０
人
。

松
前
町
の
人
口
の
６
人
に
１
人
が
参
加

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
の
中
に
は　
「
小
学
校
の
時

か
ら
し
て
る
け
ど
、
北
伊
予
だ
け
の
活

動
だ
と
思
っ
た
」
と
話
す
中
学
生
や
、

「
自
分
が
子
ど
も
の
と
き
海
に
掃
除
に

き
て
た
け
ど
、
そ
れ
が
こ
の
活
動
と
同

じ
な
の
？
」
と
話
す
父
母
ま
た
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
関
係
者
も
い
ま
す
。

　

気
付
い
て
い
な
い
人
も
い
る
の
で
す

が
、
こ
れ
は
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
る
清

掃
で
あ
り
、
長
年
続
く
歴
史
的
活
動
で

す
。

　

元
役
場
職
員
の
烏
谷
太
紀
勇
さ
ん

は
、始
ま
っ
た
経
緯
を
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
当
時
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
『
ク

リ
ー
ン
愛
媛
運
動
』
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
松
前
町
で
も

何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
岡
田
校

区
婦
人
会
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
清
掃
し
て
い
た
塩
屋
海
岸
を
、
町

民
総
出
で
清
掃
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
ス
タ
ー
ト
時
は
北
伊
予
校
区
の
住

民
も
海
岸
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
」

　

以
来
、
徐
々
に
清
掃
範
囲
を
広
げ
、

義
農
公
園
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
や
重
信
川

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
、
町

内
11
カ
所
を
一
斉
清
掃
す
る
活
動
と
な

り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

福
徳
泉
公
園
を
北
伊
予
中
学
校
の
生

徒
と
一
緒
に
掃
除
し
て
い
た
池
内
豊
さ

ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
本
当
に
よ
く
掃

除
し
て
く
れ
る
。
こ
の
公
園
を
自
分
た

ち
の
庭
だ
と
思
っ
て
る
よ
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
が
続
い
て
き
た
理
由
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
自
分
の
家
は

自
分
で
掃
除
を
す
る
よ
う
に
、
み
ん
な

が
ま
ち
を
わ
が
家
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
続
い
て
き
た
の
で
す
。

町
民
一
人
一
人
の
心
の
中
に
、『
郷
土

愛
』
が
自
然
と
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
手
で

41
年
目
の
郷
土
愛

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1113

1 北黒田・新立海岸には松前校区の子どもたちや住民が参加 /　2 燃えるごみと燃えないごみに分別する松中生 /　3 地域の人と協力して活
動する北中生 /　4 松前公園では親子で清掃する姿も /　5 勤務日でない松前消防署職員は全員が塩屋海岸に集まった /　6 おそろいのベス
トで活動をする障害自立ひまわりの会 /　7 塩屋海岸にはたくさんの流木が漂着している /　8 福徳泉公園で集められたごみの山 /　9 義農公
園を手分けして掃除する松小生 /　10 最も大勢の参加者が集まった塩屋海岸 /　11 町民グランドには草刈機持参で協力してくれる地域の人
の姿 /　12 国道 56 号には早朝より老人クラブのメンバーの姿がある /　13 仲間と知恵を出し合い、協力した /　14 椅子を持参する人も。毎年
参加しているからこそできる準備

1214
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思
い

清
掃
に

か
け
る

失われた６種類の植物

１
３
０
０
日
続
く
清
掃
活
動

　

退
職
し
て
、
山
登
り
を
趣
味
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
鍛
冶
誠
二
さ
ん
。

山
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
落
ち
て
い

る
ご
み
が
気
に
な
っ
て
拾
っ
て
帰
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
度
は
出
合
橋
の
下
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
ご
み
が
気
に
な
っ
た
。
拾

い
た
い
な
と
思
っ
て
。そ
れ
か
ら
は
、

河
川
や
海
岸
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
翌
年
１
月
ま

で
は
大
井
出
川
堤
防
の
清
掃
を
、
19

年
７
月
か
ら
20
年
４
月
ま
で
は
、
重

信
川
河
口
と
塩
屋
海
岸
の
清
掃
を
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
北
黒
田
・

新
立
海
岸
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
間
ほ
ぼ
毎
日
、
雨
の
日
も
風

の
日
も
行
う
活
動
日
数
は
、延
べ
１
，

３
０
０
日
に
も
及
び
ま
す
。

　

７
月
７
日
、
鍛
冶
さ
ん
に
同
行
し

ま
し
た
。
北
黒
田
海
岸
に
着
く
な
り

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
誰
か

が
捨
て
た
家
庭
ご
み
２
袋
。
鍛
冶
さ

ん
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
、
持
参
し
た

ご
み
袋
に
分
別
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。こ
っ

ち
が
ひ
ど
い
」
と
堤
防
の
上
を
歩
く

鍛
冶
さ
ん
。
そ
こ
に
は
、
堤
防
と
テ

ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
間
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
ご
み
の
山
が
あ
り
ま
し
た
。
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
に
冷
蔵
庫
ま
で
。

　
「
考
え
ら
れ
ん
よ
ね
」
そ
う
言
っ

て
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
堤
防
を
下
り
、
ご
み
を
拾
う
鍛

冶
さ
ん
。
到
底
一
人
で
は
拾
い
き
れ

な
い
量
で
す
。

　
「
川
に
も
、
海
岸
に
も
す
ご
い
量

の
ご
み
が
あ
る
。
毎
日
拾
っ
て
も
、

次
の
日
に
は
ま
た
ご
み
が
あ
る
。
郷

土
を
美
し
く
す
る
清
掃
は
、
た
っ
た

１
日
で
す
ご
い
量
の
ご
み
が
拾
え

る
。
あ
ん
だ
け
の
人
数
が
集
ま
っ
て

で
き
る
ん
だ
か
ら
。
そ
れ
に
比
べ
た

ら
、
わ
し
一
人
で
拾
え
る
量
は
限
ら

れ
と
る
。
ご
み
を
拾
う
こ
と
が
面
白

い
わ
け
で
も
な
い
け
ど
、
地
球
が
好

き
だ
か
ら
、
ほ
っ
と
け
ん
」　	

　

重
信
川
河
口
か
ら
塩
屋
海
岸
ま
で

の
エ
リ
ア
は
、
こ
の
半
世
紀
で
海
浜

面
積
の
70
％
が
消
失
し
、
６
種
類
の

海
浜
植
物
が
消
滅
し
ま
し
た
。
伊
予

農
業
高
等
学
校
の
玉
井
修
二
先
生

は
、
16
年
に
『
伊
予
農
希
少
生
物
保

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
』を
結
成
。

海
浜
植
物
、
鳥
類
や
昆
虫
類
を
含
む

生
態
系
を
調
査
し
、
海
岸
清
掃
な
ど

を
行
い
な
が
ら
海
浜
植
物
の
再
生
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
「
塩
屋
海
岸
は
さ
ま
ざ
ま
な
植
物

と
動
物
が
見
ら
れ
る
場
所
で
す
。
人

と
自
然
が
触
れ
合
え
る
、
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
海
岸
は
他
に
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
海
岸
に

捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
が
原
因
で
６

種
類
の
植
物
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
」
と
玉
井
先
生
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日

に
塩
屋
海
岸
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま

す
。
郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
か
ら

わ
ず
か
４
日
後
の
７
月
10
日
の
活
動

で
も
、
１
時
間
余
り
で
53
キ
ロ
の
ご

み
を
集
め
ま
し
た
。

　
「
こ
う
し
て
活
動
し
て
い
れ
ば
、

『
注
意
喚
起
』
に
つ
な
が
り
ま
す
。

郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
は
、
こ
れ

が
で
き
る
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
あ

の
人
数
で
み
ん
な
が
必
死
に
清
掃
を

し
て
い
る
姿
を
見
れ
ば
、
誰
だ
っ
て

ご
み
を
捨
て
よ
う
と
は
思
わ
な
い
で

し
ょ
う
。参
加
し
た
人
だ
っ
て
そ
う
。

例
え
強
制
で
参
加
し
た
と
し
て
も
、

一
度
参
加
し
た
人
は
、
ご
み
を
捨
て

る
人
間
に
は
な
ら
な
い
で
す
か
ら
」

教諭  玉井  修二さん    
　　　　　　　　　　
失われた６種類の植物は、
今すべて復 活しています。
これからも大事に守ってい
きたいです。

みんなのためになる
活動ができてうれし
いです。環境保護に
は一人一人の力が大切
だと思います。

暑くても、掃除をし
ていたら気持ちが涼し
くなります。自分もご
みのポイ捨てしない
ようになりました。

地元の事をいろいろ
調べて、全国で活動
を発表することもあ
り、やりがいのある
活動です。

鍛冶  誠二さん

ただ歩くだけじゃ誰も喜ば
んやろ。それを歩くついで
にごみを拾うだけで、誰か
のためになるんよ。

郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
に
併
せ
、
町
は
清
掃
や
環
境
保
全
の
活
動
を

熱
心
に
続
け
て
い
る
鍛
冶
誠
二
さ
ん
と
、
伊
予
農
希
少
植
物
群
保
全
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
松
前
町
表
彰
を
贈
り
ま
し
た
。

彼
ら
の
活
動
は
、
自
発
的
で
先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。

郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
に
寄
せ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
『
郷
土
愛
』。

表
彰
を
受
け
た
２
組
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
持
ち
、
清
掃
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

彼
ら
を
動
か
す
原
動
力
と
は
―
。

伊予農希少植物群保全プロジェクトチーム

先生に誘われるがま
まに入ったけど、海岸
をきれいにするのは
楽しく、やりがいがあ
ります。

鍛
冶
　
誠
二
さ
ん

影岡  祐紀くん
　                                （2 年）

金子  将大くん   横田
　　　　　（2 年）

伊賀上  椋くん  徳丸
　　　　　（2 年）

仲田  怜史くん
　　　　　　　（2 年）

profile
鍛冶　誠二さん

昭和 10 年生まれ。西古泉
在住。ボランティア団体「い
きいきふれあいサービス」
に所属。

profile
伊予農希少生物郡保
全プロジェクトチーム

平成 16 年発足。6 人でス
タートし、現在会員は 45
人。塩屋海岸・重信川を
中心に活動中。

Tamai Shuji

Kageura Yuki Kaneko MasahiroIgaue Ryo Nakata Satoshi
Kaji Seiji

面
白
い
わ
け
で
も

な
い
け
ど

ほっ
と
け
ん

こんな海岸は他にはない
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　岡田校区老人会の恒例行
事です。一人二人ではなく、
みんなが団結して参加しない
とできない活動です。活動を
通じて、連帯感が生まれます。
　老人会の３つの柱「友愛」

「奉仕」「健康」にまさにぴ
ったりの活動です。

　

松
前
の
清
掃
活
動
は
、
他
の
自
治

体
の
モ
デ
ル
に
な
る
魅
力
的
な
活
動

な
の
で
す
。
外
か
ら
見
た
魅
力
は
、

こ
こ
に
住
む
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て

は
誇
れ
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
41
年
、
ご
み
を
拾

う
た
び
に
深
ま
る
郷
土
愛
と
延
べ

20
万
人
分
の
奉
仕
の
心
が
、
松
前
の

町
民
性
や
風
土
を
培
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
清
掃
活
動
は
、
ま
ぎ
れ
も

な
く
「
ま
ち
の
誇
り
」
で
す
。

  

そ
の
価
値
に
気
づ
き
、
共
有
し
、

誇
り
を
も
っ
て
未
来
へ
と
つ
な
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

20万人の奉仕の心

未来へつなぐ活動へ

　地域の子どもたちとあいさ
つはするけど、一緒に何かを
する機会は少ないので、コミ
ュニケーションがとれてうれ
しいです。こういう活動を通
じて、子どもも大人も、責任
感や、助け合いの気持ちを
学ぶのだと思います。

　北伊予だけの取り組みだと
思っていました。町内一斉に
清掃しているなら、他のとこ
ろには負けられないです。毎
年恒例の行事。ぼくたちの先
輩である地域の人と一緒に、
自分たちの町をきれいにでき
てうれしいです。　

　塩屋海岸の清掃に来たの
は今回で３回目です。　
　毎年毎年ごみが多くて大変
だけど、海をきれいにすると、
自分の心まできれいになった
気分になるので楽しいです。
みんなで協力するので、仲間
とのきずなも深まります。

　今回初めて参加しました。
人数の多さに驚きました。
　この海岸には、ランニング
でくることがあるので、自分
たちの手できれいにできてう
れしいです。これからここに
ランニングに来るのが楽しみ
になりました。

　自分が子どものときに掃除
にきてたけどそれがこの「郷
土を美しくする清掃」だった
とは思いませんでした。すご
く長く続く活動ですね。子ど
もたちがすごくうれしそうに
掃除をしていていいですね。
奉仕の心が育つと思います。

　健康のためになります。掃
除をして、体も心もすっきり
です。老人クラブは声をかけ
たらよく集まってくれます。み
んながすることやけんせない
かんって。みんなで協力して、
みんなで道路にきれいな花を
咲かせられてうれしいです。

　今回初めて郷土を美しくす
る清掃に従業員約 350 人が
参加しました。工場周辺で行
っている普段の清掃活動で
は、町民の皆様とふれあう機
会がありません。少しでも地
域のお役に立てたことは、大
変意味があったと思います。

茂川俊一さん 

北川原老人会　国道 56 号

冨山元行さん 

東レ愛媛工場長　塩屋海岸

森田未来さん 久良友希さん 

愛媛県警察学校生　塩屋海岸

近藤香菜子さん 古手川桃子さん

兵頭那美さん　   高市茜さん          
岡田中学校 3 年　塩屋海岸

升田敬子さん    宮田明美さん

上野和美さん 　出海夏子さん
岡田中学校ＰＴＡ　塩屋海岸

石田繁治さん 

北川原老人会　国道 56 号

大西優太くん    岡田一騎くん

本多裕行くん 　永井俊輔くん
北伊予中学校 3 年　福徳泉公園

池内豊さん 

神崎　福徳泉公園

価
値
、
そ
し
て
松
前
の
風
土

　　

７
月
６
日
、
５
，
０
０
０
人
の
力

で
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
総
量
は
25
ト

ン
。
こ
れ
ほ
ど
の
ご
み
収
集
を
清
掃

業
者
に
頼
む
と
す
れ
ば
、
一
体
ど
れ

だ
け
の
費
用
が
か
か
る
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
金
銭
面
以
外
に
も
た
く

さ
ん
の
価
値
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
２
組
を
は
じ
め
、
郷

土
を
美
し
く
す
る
清
掃
に
参
加
し
た

人
た
ち
の
中
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な「
価

値
」
に
気
付
い
て
い
る
人
が
大
勢
い

ま
し
た
。

　
「
や
り
が
い
」「
地
域
と
の
つ
な
が

り
」「
健
康
」「
奉
仕
の
心
」「
郷
土

愛
の
育
成
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」「
助
け
合
い
の
気
持
ち
」「
一
体

感
」
な
ど
で
す
。

　

郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
が
41
年

も
続
い
て
き
た
力
の
源
は「
郷
土
愛
」

で
す
。
古
里
を
愛
す
る
心
に
よ
っ
て

「
人
の
和
」
が
生
ま
れ
、「
誘
わ
れ
た

か
ら
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」「
わ
た

し
ら
も
せ
ん
と
い
か
ん
」
と
行
動
を

共
に
す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。「
清

掃
活
動
の
環
」
は
、
や
が
て
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
年
代

が
参
加
す
る
「
地
域
の
輪
」
へ
と
発

展
、
今
で
は
松
前
の
夏
の
風
物
詩
に

さ
え
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

世
代
を
超
え
た
「
３
つ
の
わ
」
は
、

松
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
原
動
力

で
あ
り
、
他
に
は
な
い
松
前
の
風
土

で
す
。

協
働
の
モ
デ
ル

　　

12
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、「
地
方
の
時
代
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
全
国
の
市
町
村
が
こ

ぞ
っ
て
「
協
働
」
に
注
目
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
複
雑
で
多

様
化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
や
、
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
応
え
る
方
法
と
し

て
も
、「
協
働
」
が
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
協
働
」
は
、
町

民
・
企
業
・
行
政
が
お
互
い
に
連
携

し
、
協
力
し
合
う
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
形
で
す
。

　

昭
和
45
年
の
ス
タ
ー
ト
時
よ
り
、

町
民
・
企
業
・
行
政
が
参
加
し
て
き

た
「
郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
」。

こ
の
40
年
で
、
20
万
人
の
奉
仕
の
心

が
注
が
れ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
こ
そ
、
ま
さ
に

「
協
働
」
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
「
協

働
」が
叫
ば
れ
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手

で
よ
く
し
よ
う
と
、
み
ん
な
で
活
動

し
て
き
た
の
で
す
。

　

愛
媛
新
聞
社
の
野
依
伸
彦
記
者

は
、　
「
長
年
、
松
前
町
の
よ
う
に
仕

事
や
授
業
の
あ
る
平
日
に
、
自
治
体

だ
け
で
な
く 

学
校
、
企
業
や
行
政

な
ど
、
地
域
が
一
体
に
な
っ
て
清
掃

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

少
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

　地域の清掃を各種団体や企業、学校な
どが個々で長い間やっているところは多い
です。松前町のとなりの松山市でも 30 年
以上、市民大清掃 という名称で、多くの
市民が清掃活動をしていますが、平日にし
ているわけではありません。 
　最近、松前町を取材し始めて、緑があふ
れ清潔な町という印象を強く持ちました。 
こういう地道な取り組みが反映しているの
かもしれません。そして、それを誇らず、
さりげなく続けているのが松前町民特有の
美意識なのではないでしょうか。

愛媛新聞社　社会部　

野依　伸彦さん 

・

Noyori  Nobuhiko
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